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 要  旨 
  大気、海洋といった大規模な地球流体現象における流れは、コリオリ効果と安定密度成層効
果のため、鉛直高さの異なる層ごとに二次元運動とみなせる。また、各層間の相互作用を考慮す
る場合には「準地衡風方程式」で近似される。McWilliams は準地衡風乱流の計算を行い、自発
的な秩序渦構造が出現し、流れの動力学を支配することを示した。星は、分子動力学専用計算を
流体分野に応用し、基準地衡風点渦系の統計的性質を調べ、エネルギー変化に伴い End-effect と
呼ばれる現象を確認した。また,これらによって求まった平衡渦分布を理論的に最大エントロピー
理論（エネルギー・角運動量・鉛直渦分布の保存量のもとで情報エントロピーを最大にする）に
用いて理論的に求めた。岡田は半径方向渦分布が Gaussian 型と Top-hat 型をとると仮定して最
大エントロピー理論を適用し、数値計算結果を定性的に説明した。しかし,Top-hat Model は正温
度領域,Gaussian Model は Zero inverse temperature 付近にしか対応できず、また定量的な一致
が見られなかった。 
 本研究では、渦雲間の相互作用による影響を調査するため、理想的に渦雲間の相互作用を取り
入れた外乱項(ストレイン場、シアー場)を加えた数値計算を行った。正温度領域でストレインや
シアーの影響がともに現れ、渦分布はそれぞれ、楕円に変形したり、渦分布の軸が傾いた。この
渦分布が変化したのは外乱に対して抵抗するために中心に渦が集中したのではないかと考えられ
る。また、点渦の分布の外乱に対する強さはエネルギーとともに増加する。 
また、理論計算による平衡渦分布予測を行うため、Turkington らの手法を参考にし、最大エン
トロピー理論の反復法を改良行い、双対問題を解く事により、外乱に対応できるであろう理論計
算のアルゴリズムを作成した。それを外乱の無い場合(軸対称分布)に適応して理論計算を行った。
収束性が良い最大エントロピー理論の双対問題を用いることにより、幅広いエネルギー値におい
て理論収束解が得られた。その結果は、数値計算結果と良く定量的に一致した。また、様々な鉛
直方向渦分布に対応できることが確認できた。数値計算結果との比較から、点渦の初期配置によ
り、平衡状態に至る時間が異なることがわかった。 
今後はこの最大エントロピー理論の双対問題を外乱の場合に適応して、理論計算を行うことが
期待される。 
 
